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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人自動車技

術会(JSAE)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会

の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS D 8005:1973 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権及び出願公開後の実用新案登録出願にかかわる確認について，責

任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 D 8005：2009 
 (ISO 11614：1999) 

自動車－圧縮着火式内燃機関－排出ガスの不透過率

測定及び光吸収係数測定用の機器 
Road vehicles－Reciprocating internal combustion compression-ignition 

engines－Apparatus for measurement of the opacity and for determination of 
the light absorption coefficient of exhaust gas 

 
序文 

この規格は，1999 年に第 1 版として発行された ISO 11614 を基に，技術的内容及び対応国際規格の構成

を変更することなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，自動車用圧縮着火式内燃機関から排出される排出ガスの不透過率及び光吸収係数を測定す

るための機器の一般要件及び設置について規定する。これらの計器は，不透過率メータとして知られてい

る。 

注記 1 対応国際規格の ISO 11614:1999 では，自動車用に限定していない。 

注記 2 火花点火式内燃機関にも適用可能である。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 11614:1999，Reciprocating internal combustion compression-ignition engines－Apparatus for 

measurement of the opacity and for determination of the light absorption coefficient of exhaust 

gas (IDT) 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格はその 新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 60068-2-1 環境試験方法－電気・電子－低温（耐寒性）試験方法 

注記 対応国際規格：IEC 60068-2-1, Environmental testing－Part 2-1: Tests－Test A: Cold (IDT) 

JIS C 60068-2-2 環境試験方法－電気・電子－高温（耐熱性）－試験方法 

注記 対応国際規格：IEC 60068-2-2, Environmental testing－Part 2-2: Tests－Test B: Dry heat (IDT) 

JIS C 60068-2-78 環境試験方法－電気・電子－第 2-78 部：高温高湿（定常）試験方法 

JIS C 60068-2-31 環境試験方法－電気・電子－面落下，角落下及び転倒（主として機器）試験方法 


